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1． は じめ に

　筆者 は
，

2008 年 7 月 16 日， 中華民 国 台北市信義区松隆 路に あ る 佛 光 山 台

北 道場 を 訪 問 した 。 こ の 道場 に は ， 2006年 9 月25 日 に 訪 問 して お り， 今 回

は 2 度 目 と な る 。 前 回 は
， 同朋大 学佛教 文化研 究所 ア ジ ア仏教研 究会 の 研 究

活動の
一

環 と して ， 台湾仏教 の 現状 を視察 し交 流す る こ とを 日的 とす る もの

で あ っ た 。 そ の 成 果 は す で に 発 表 して あ る （1）
。

　 2 年 が 経過 して み る と
， 少 しず っ で は あ る が ， い くつ か の 変 化 も見 られ

る 。 身辺 雑記 の よ うな細 々 と した 事柄 も含 め て ， 台北道場 の 現 況 を報告 す る

こ とは ， 佛光 山 の 活動 の 現状 を把握 す る と と もに
， 台湾仏教 の 現在 を記録 す

る こ とに な る と考え る 。
こ れ らの 集積が

， や が て は 台湾仏教 の 大 きな理 解 へ

と至 る こ とを期す る も の で あ る 。

2 ． 台北道場周辺

　台北 市 は ，
260 万 人超 の 人 口 を抱 え る台湾最 大 の 都市 で あ り， 中華 民国 の

首都で あ る
。 台湾経済の 好調 を 反映 し ， 市内に は 高層 ビ ル が 林立 す る

。 鉄

道 ・地下鉄 ・バ ス な ど各種 の 公 共 交通 機関が 整備 さ れ ， また 市 民が 愛 用す る

オ ー トバ イ は 夥 しい 数 で あ り， 市 内の 道路 に は バ イ ク の 波が 絶 え る こ とが な

い
。 高速道 路や 自動 車専用 高架道 路が 要所 に 建 設 され， 鉄 道は 地 下式 と高架

式が 導入 され ， 地 上 路線 を減 ら して 地 上 交通の 混雑緩和 を図 っ て い る 。 都市

基 盤 は よ く整備 され て お り， 活 気 の 溢 れ た エ ネ ル ギ ッ シ ュ な大 都会で あ る 。

　佛光 山台北道場 は ， 台湾鉄道松 山駅 の す ぐ隣 に あ り，駅 舎 とは狭 い 路地 を
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挟 む だ けで
， 真横 に 位置す る 。

2 年前の 訪問 は 夕方 の こ とで ， 周 囲の 様 子 ま

で は よ くわ か ら な か っ た 。 今 回 は 朝 9 時 とい う時 問帯 で あ る 。 松 山駅 周 辺

は ， ビ ジ ネ ス 街 とい う雰 囲気 で は な く， 繁華街 で あ る と して も 、 若者 の エ ネ

ル ギー の 凝 縮 され た西 門町 の よ うな雰囲気 で も な い
。 生活重視 とい う感 じの

落 ち着 い た 街並 み とい う印象 を受 けた 。

　 　 　 にん げん

　 3 ． 人間仏教 と佛光山

　佛 光山 は ， 中国仏教 の 臨済 宗 の 法脈 に 属 し， 現代 の 台湾 に お い て 人間仏教

を実践 す る著名 な仏教 団体 の 1 つ で あ る 。 人間仏教 とは
， 仏教 を現代社会 に

合 わ せ て 解釈 す る考 え方 で ， 仏教 の 教義 を よ り
一

層現 実 の 生 活 に 即 して 理 解

し実践 す る もの で あ る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 に ん せ け ん

　 こ こ で い う人閲 と は
，

「人世間」 の こ とで
，

「人 の 世」
「
こ の 世」

「人 の 住 む

こ の 世 」 を い う。 人や 人 類 の こ とで は な く， 人物 や 人柄 ・人格 の こ とで も な

い
。

こ の 人 間 とい う語 は
， も と も と 「人 と人 との 間柄 」 を 意味す る 言葉 で あ

る が ， 現 代 の 日本 語で は 第
一

義 が 人 界 に 住 む も の ， 人 ， 人 類 の 意 味 の ほ う

で
， 本来 の 意 味 は 痩せ 衰 えて

， 第二 義 とな っ た よ うで あ る 。 漢音読み の
「
じ

ん か ん 」 とい う言葉 が伝 え る意味 の ほ うへ とその 内容 が移 行 した の か も しれ

な い
。 人 間 とは ， そ の よ うな言葉 で あ る 。 しか し

，
ま だ 古語 の 部類 に 入 る わ

け で は な い
。 日本仏教 に お い て も， 同様の 意味で 使 用 さ れ て い る 。 そ の 身近

な具体 例 と して
， 戦 国期の 乱世 を見据 えて 仏法を説 い た蓮如 の 言葉が あ る。

　　　人 間 は 不 定 の さか い な り。極 楽 は 常住 の 国 な り。 され ば不定 の 人間 に

　　あ らん よ りも ， 常住 の 極楽 をね が うべ き もの な り
。

… … そ れ 人 間 に流布

　　 して み な ひ との こ こ ろ えた る とお りは
，

な に の 分別 も な く， 口 に た だ 称

　 　 名 ば か りを と な え た らば，極 楽 に往 生 す べ き よ うに お もえ り。 それ は お

　　 お きに お ぼ つ か な き次第な り。 （蓮 如 『御文』 五 帖 目十一 通）

　　　 そ れ ， 人 間の 浮生 な る相 をつ らつ ら観ず るに
， お お よそ は か な き もの

　　 は ， こ の 世 の 始 中終 ま ぼ ろ し の ご と くな る
一一ueな り。 （蓮 如 『御文 』

　 　 五 帖 目十六 通 ）
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と説か れ る
「人間 」 は 人世 間 の こ とで あ る 。

　人 間仏教 は， 清朝末期 か ら民国初 期 の 混乱期 に ， 太 虚法師が提唱 した 中国

仏教の 改革運動 の 中か ら生 ま れ た 理 念に も とつ くと さ れ る 。

　人間仏教 を明快 に 提 唱 した の は ， 学僧 と して 名高 い 印順法 師で あ っ た 。 戦

後 の 1951年 ，
イ ギ リ ス

・
日本 を は じ め とす る 外 国 の 諸勢 力 に 長 年 に わ た り

侵略蹂躙 され て 荒廃 した 国土 ， 疲弊 した社会 の 中で
， 印順法師は 各分野に お

け る仏教徒 の 活動 を鼓舞 し， 世俗社会 で の 活 動 を奨励 した 。 戒厳令下で あ っ

た に もか か わ らず ， 政 治 ・農業 ・工 業 ・商 業 ・学 問 な ど 各 分野 で 集 団 を作

り
，

工 会 ・農会 ・ 商 会 ・仏 教会 を組織す る よ うに 勧 め ， 言論 と出版 の 自由 ・

教育 の 平等 ・経 済 の 平等 を図 り， 政 府 に 反対 す る野 党 に も選 挙経費を提供す

る よ うに と主 張す る 大胆 な もの で あ っ た とい う 
。 印順 法師の 没後 ， 従来の

仏教 の 在 り方 に 反省 を求め る声が 社会 の 各層か ら高 ま り， そ の 結果 ， 多 くの

仏教 団体 が 人 間仏教 を実 践 す る よ うに な っ た 。 人 間仏教 は ， 現 代 の 台湾 で は

最 も影 響力の あ る理 念 とされ る
。

　 人 間仏 教 と は
， 個 人 の 能 力開 発 や 個性 伸 長 や 人 間形 成 を い うも の で は な

く， ま た 人間復興や 人間賛歌や
「人間的 に 生 き る 」 こ とを教 え る仏教 を 意味

す るわ け で も な い
。 人世 間で あ る現 代社 会 の 実情 に 添 い

， 出家主義 を貫 き な

が ら世 俗 の 生 活 に 積極 的 に 関 わ る仏教 とい うこ とで あ る 。

　佛光 山 は
， 禅淨双 修 の 修道 の 立 場 を 採 り， 僧 侶は 座禅 と念仏 を両方 とも取

り入れ た 修 行生 活 を送 る
。 戒律 を重 視 し出家の 意義 を 強調す るが

， 僧 侶 は 世

俗 を 離 れ て 座禅三 昧や 念 仏三 昧 の 修 行 に 明 け暮 れ るわ けで は な い
。 出家本来

の 目的 の 達 成に 専念 す る の で あ る が ， テ ー ラ ワ
ー ダ （上 座仏教） とは そ の 方

法 が 違 うの で あ る 。 出家 した僧 侶 は ， 世 俗 か ら離 れ 自身 の 開悟成 仏 の み を 求

め て 自分 の 修行 に だ け取 り組 む の で は な い
。 そ れ とは 逆 に

， 佛 光 山 の 僧 侶

は
， 世俗 に 入 り世俗 に 関わ る 生活 を送 っ て い る 。

　佛光 山 は ， 自分 の 開悟成 道 を 求 め て 深 山幽 谷 に 籠 る 森 林 僧 （林 住 比 丘 ，

Erafifiaka） の 道 を採 ら な い
。 出家 者 は こ の 世 の 衆生 と とも に あ る， と考 え る

と こ ろ に 人閥仏教 は 顕現 す る 。 菩提 を 求め る 自分の 修道生 活 が ， 五 濁 の 世 に
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苦 しむ衆生 の 利 益 とな る よ うな生 活 を送 ろ う と志す 。 自利利他 円満 の 道 を発

願 す る 。 ま さ に 人間仏 教 の 実践 で あ る 。 そ の た め
， 出家生 活 は

， 自分 の 悟 り

を求 め る 自利 で あ る と同時 に
， 利他 行 の 実践 そ の も の と規定 され ， 教 育 ・慈

善 ・福祉 ・養育 ・能 力開発 ・啓発 ・矯正 ・治療 ・共感 ・慰安 な どさ ま ざま な

局 面 を もつ こ とに な る 。 それ ゆ え に 佛光 山 が経営 す る事業体 は 多種 に 及 ぶ 。

　台北道場 は， 佛光 山の 拠点施設で あ る 。 松山駅 に 隣接す る交通至 便の 立 地

と 14階建て の 大 規模 な近 代 的 ビ ル に 入 居 す る と い う条件 は ， こ の 道場 の 性

格 と役割 を人 間仏教 の 実 践 とい う観 点 か ら考 え る う えで 重要 で あ る 。 こ の ビ

ル の 1 階か ら 3 階 と 5 階の 半分 を 除 くス ペ ー ス に ， 佛 光 山関係 の 13の 団体

や 事 業体 が 入居 して お り， 道場 は それ ら と一 体 とな っ た活動 を展 開す る総合

的施設で あ り，
そ の 総称 なの で あ る

。

　 今 回 は ， 依 呈 法 師の 仲介 に よ り妙 月法 師 （尼 僧 ）の 案 内 を得 て 視 察 した 。

流通 処 （応 接室 ）で 面 会 し， 各所 を見学 し説明 を 受 け た 。 こ の 道場 に在籍 す

る僧 侶 は 60 名 とい う。

一 々 の お名前 は 記 さ な い が
，

ご配 慮 を い た だ い た 台

北道 場関係 者 の 皆様 に お 礼 を申 し上 げ る 。

4 ． 佛光山台北道 場

　 ビ ル の 最 上 階 の 14階 に は ， 如 来 殿 ， 寺務 処， 詢 問 室 ， 服 務 台， 流 通 処

が あ る 。 本堂 に あ た る如 来 殿 は
， 千 人 を収 容で き る とい う 巨大 な空 間 で

，

正 面 に は 五 方 仏 が 安 置 さ れ て い る。 （中 央）毘 盧遮那 仏 （Vair。cana ）， （東

方 ） 阿 閼 仏 （AkSobhya ）， （南 方 ）宝 生 仏 （Ratnasambhava）， （西 方 ） 阿 弥

陀 仏 （Arnitfiyus）， （北 方 ） 不 空 成 就 仏 （Amoghasiddhi ） で あ る
。

こ の 五

方 仏 の 両 脇 に は ， 右 壁 に 文殊菩薩 （Mafijugri） の 壁 画 ， 左 壁 に 普 賢 菩薩

（Samantabhadra）の 壁 画が 描 か れ ， さ ら に そ の 両脇 に は 右側 の 観 音殿 に 観音

菩薩 （AvalokiteSvara）， 左側 の 地 蔵殿 に 地 蔵菩 薩 （KSitigarbha）が 奉安 さ れ

て い る 。

「現世 で は 観音 を頼み ， 臨終で は地蔵 に す が る」 と言わ れ る よ うに
，

菩 薩 の 中で も特 に 観音 と地蔵 の 二 菩薩 が 重要視 さ れ て い る 。

　前 回 の 訪問 時に は
，

こ の 如来 殿 に お い て 翌 日に信 者 の 結 婚 式 が 行 わ れ る と
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い うこ とで
，

お め で た い 結婚 式 の た め に ， 色鮮 や か な 盛 花が 溢 れ ん ばか りの

飾 り付け が 施 され華麗な荘 厳が な され て い た 。 仏化婚礼 （仏 前結婚式） とい

う形 で 人 生 の 重要 な節 目 の 儀式を本堂 の 仏前 で 行 う こ とは ， 出家教 団 の 空間

に世 俗 の 通 過 儀礼 を取 り込 み
，

新 しい 意 味付 け を与 え た わ けで ， 人 間仏 教 の

1 つ の 表れ と見る こ とが で き る 。

　 臨済 宗 に 属 す る 佛 光 山 に は 座禅 を 行 うた め の 禅 堂 が あ る 。 12階 の 禅 堂 を

初 め て 見学 した
。

こ こ は
， 出家 した僧侶 の 座禅修 行 の た め と い うよ りは

， 在

家者 の た め の 施設 と され る 。 在家者 の 短期集中座禅会 が 7 日間の 日程で 行わ

れ る 。 仏 七 とい わ れ る 。

　禅堂 の 中 に は， 右 側 に 20 人 ， 左側 に 20 人 と 2 列 が 向 い 合 せ に 設 け られ ，

計 40 人 分 の 僧房 が こ し らえ て あ る。 在 家者 の た め の 座禅 会 で は
， 座禅 （50

分間） と経 行 （15分間） とを繰 り返す 。 日中に は軽 い 運 動が 30分間行わ れ ，

太極拳の よ うな体操を す る 。 食事は 運 ばれて 各 自の 席の 前 に 置か れ る 。 禅堂

の 入 り口 の 外側 に は 看 板が 立 て られ 、
「止 静 」 （座禅 中）， 「放参 」 （な に も し

て い な い ） とい う表示 が 褐げ られ て ， 外 の 通 路 を通 る 人 に 注 意 を促 して い

る 。

　台北 道場 で は ， 経 典 講座 が 開催 され ， 法 師が 経 典 を 講 ず る 。
2008 年 7 月

16 日に は 慧 昭法 師 が 六 祖壇 経 を ， 9 月 3 日か ら 7 日ま で は 心 定和 尚が 金 剛

経 を
，

9 月 17 日 に は 永餘 法師が 慈 悲三 昧水懺 を 講 ず る こ とに な っ て い た 。

　台北道 場 の 法 要な どの 活動 に つ い て は
， 道 場発 行 の 「貳零零捌 ， 渠月一 玖

月行事暦」 に よ っ て 知 る こ とが で き る。

　［7 月 ］

　 　 3 日 IO時 か ら報 恩法 会

　　 5 日 7 時 半か ら八 関斎戒

　 　 17 日 10時 か ら光 明 灯法 会

　　21 日は 観世 音菩 薩 の 出家紀念 日に あ た り，
9 時半 よ り 12時 半 ま で 大 悲

　 　 　 　 懺 法会 が 勤 め られ る

　毎週金 曜 日 19時 20分 か ら金 剛 経法 会 （4 ， 11， 18， 25 日）
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毎週 土 曜 日 19時半か ら念仏共 修 （5 ， 12， 19， 26 日）

第 1 日曜 日 9 時半 よ り華厳法会 （6 日）

［8 月 ］

　毎朝 6 時 か ら 7 時 ま で の 早 課勤行 は
， 地蔵 経 を読誦 す る （1 日〜 30日）

29 日は 地 蔵菩薩 の 誕生 日に あた り， 10時か ら地 蔵法 会が 勤 め られ る

　 1 日 〜 10 日 と 13 日〜 17日に は ， 毎 日 14時 か ら 19時 ま で 孝親報恩 の 瑜伽

　　　　餤 口 法会が 勤 め られ る

　 15日 10時か ら光 明灯法 会

　29 日樹 19時 20 分か ら金 剛経法会

　30 日は 供僧道 糧総回 向

　31 日 10時 か ら報 恩 法 会

毎週 土 曜 日 19 時半 か ら念 仏共修 （2 ， 9 ， 16 日）

第 1 日曜 日 9 時半 よ り華厳 法会 （3 日）

［9 月 ］

　 6 日 7 時半 か ら八 関斎 戒

　 14 日 10時 か ら光明 灯法会

　29 日 10時か ら報 恩法 会

毎週金 曜 日 19時 20分 か ら金剛経法 会 （5 ，
12， 19，26 日）

毎週 土 曜 日 19時半 か ら念 仏 共 修 （6 ，
13

，
20

，
27 日）

第 1 日曜 日 9 時半 よ り華厳 法 会 （7 日）

　こ れ を見 て 気づ くの は
，

8 月 （旧暦 7 月）は 地蔵 菩薩 の 聖 誕 月に あた る た

め
， 早 課 は 地 蔵経 の 読誦 とな り， 旧暦 7 月 1 日 〜 10 日，

13 日 〜 17 日に は 連

日， 瑜 伽餤 口 （3）法 会 が 勤 め られ る こ とで あ る 。

　八 関斎 戒 は
， 伝統仏 教 の 儀 制 を 実践す る も の で ， 在家 の 仏弟子 が 僧 団生活

を 体験 し修 身進 徳 す るた め の 行事 で あ る 。 如来殿 に お い て 夜 9 時 まで 行 わ れ
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る 。

　大悲懺法 会 は
， 観 音菩薩の 徳 を 讃 え る もの で 、
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　　 観音菩薩妙 難酬

　 　 三 十二 応遍 塵刹

　　 瓶中甘露常遍灑

　 　 千處祈 求千處応

と謳わ れ る 。

　 ま た
，

月 15 日），

清浄荘 厳 累劫修

百千 萬劫化 閻浮

手 内楊枝不計秋

苦海 常作度人 舟

　　　　1日暦 で 毎 月 15日 に は 光 明灯 法 会が 勤 め られ る 。 7 月 17日 （旧暦 6

　　　　 8 月 15 日 （旧暦 7 月 15 日），
9 月 14 日 （旧暦 8 月 15日）で あ る 。

こ れ は 仏前に 点 灯 して 功徳 を得 る法 会で あ る 。
そ の 功徳 と は

，   美貌相 好

  弁才増 上 　  信心 増上 　  修行増 上 　  道 徳 増上 　  眷属 和 合美 満増上

  看清 目標 ， 照亮前 途 ， 果 照 菩提　  出生 人 聞 ， 可 生 富貴家 ，
そ して 生 天

，

可増品増位 を得 る とす る。 人間界 に 出生 して しか も富貴 の 家 に 生 まれ る こ と

が で き る と い う功徳 が 謳 わ れ ， 天 に 生 まれ る こ とが 適 うと さ れ る 。 極 楽 も浄

上 も出て こ な い
。

　 さ らに ， 新月の 日に あた る 旧暦の 朔 日 （1 日）つ ま り旧暦 の 月始 め に は ，

報恩法 会 が 勤 め られ る 。 7 月 3 日 （旧暦 6 月 1 日）， 8 月 1 日 （旧暦 7 月 1

日），
8 月 31 日 （旧暦 8 月 1 日），

9 月 29 日 （旧暦 9 月 1 日）。

　 こ の よ うに 見 て くる と， 毎週 金 曜 日の 金 剛経法 会， 土 曜 日の 念仏 共 修 ， 第

1 日曜 日 の 華厳 法会 の よ うに ， 曜 日で 設定 され た法要 と， 旧暦 1 日の 報恩 法

会 ， ［日暦 15日の 光明灯法会 の よ うに 旧暦の 1 日， 15日の 法 要 との 2 種が あ

る こ とが わ か る 。 曜 日設 定 の もの は 現代社 会の 市 民ス ケ ジ ュ
ー

ル に 対応 した

設 定 で あ る とい え る 。 旧暦 1 日 ，
15 日 は 布 薩 の 日程 を踏 襲 し た も の の よ う

で
， 釈 尊 以来 の 仏教 の 伝 統 を継承 して い る と考 え られ る 。

5 ． 佛光山の 団体 ・ 事業体

国際佛 光会 中華 総 会 （13階） は
， 国 際佛光 会 の 本部 で あ る 。 世界 中に 広

く展 開 し て い る佛 光 山 の 活 動 を 統括 す る 業務 を 行 う 。 38 人 の 職 員 （僧侶 は
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15人
， 在 家者 は 23人 ）を 擁 し， 主任 は妙 月法 師が 務 め る

。

　社教 館 （11階）で は ， 各種 の 文化教 養 講座 が 市 民 向 け に 開設 さ れ て い る 。

活 動 時間 は ， 早 い 講座 は 日曜 日 8 時 半 か ら の
一

日禅修 ， 水 ・金 曜 日 9 時 15

分 か らの 松鶴学苑 ， 火 曜 日の 仏 画芸 術 ・木 曜 日の 書法 芸術 は 9 時半 に 始 ま

り， 月 ・土 曜 日は 10時 に 始 ま る 。 お お む ね 午 前の 部 ・午後 の 部 ・夕方 の 部 ・

夜 の 部 と い う区分 で 講 座 が 設定 され て い る
。 特 に 19時 以 降 の 夜 の 講 座 は 開

設数 も多 く充実 して い る 。 終了 時間 は 遅 い も の で 22 時 とな っ て い る。 夜 は

勤 め を終 え た サ ラ リ ー
マ ン や 学生 が 通 っ て 来 る とい う 。 土 曜 日は 講座数が 多

い
。 開講 時間 の 順 に 紹 介す る 。

　月 曜 日　古筝 琴芸 ， 素食 烹鉦， 棉紙撕画 　日本 舞 踊 自在 ヨ ー ガ ， 揚琴，

　　　　　鋼琴 ， 日本 語会話 ， 仏像 芸術

　 火 曜 日　仏画芸術， ハ タ ・ヨ ー ガ ， 養生 ヨ ーガ ， 仏学 導読 ，
二 胡琴芸 ， 敦

　 　 　 　 　煌 舞踊 ， 生 活美 学

　水 曜 日　松 鶴学苑 ， 鋼 琴 ， 仏学 導読 ， 識字読経， 基 礎 禅 修 ， 団 康領 導 ， 進

　　　　　階禅修 ， 台 北 道場青年箏楽団

　木曜 日　書法 芸術 ， 識 字読経 ， 串珠 芸 術， 喜悦 ヨ
ー ガ

， 抄経許願 ， 経典導

　　　　　読　（維摩言吉経）

　 金 曜 日　松鶴 学苑 ， 抄経許 願 ， 法 音清流 ， 整合 ヨ ー ガ ， 経典 導読 （雑 阿含

　　　　　経 ）， 敦煌舞 踊 ， 幼 児律動

　 土 曜 日　供花研 修 ， 日本語会 話 ， 身 心芸 術 ヨ ー ガ
， 古筝琴 芸， 児童古筝 ，

　　　　　中国書法 ， 仮 日仏学書 院 基礎禅 修， 文采 飛揚， 児 童古筝 ， 基礎

　　　　　禅 修 ， 古筝琴 芸 善 童 学 園 ，
基 礎禅修

　 日曜 日　
一

日禅修 ， 台北 佛光 童軍団 （毎 月第 2 ， 4 週 ）， 台北道 場青 少年

　　　　　箏楽 団，青 少年 古筝 ， 古 筝琴芸 ， 児童 禅茶 （毎 月第 2
，

4 週）

　 こ の よ う に 楽 器演 奏 ， 音 楽， 書 ， 絵 画， 舞踊 ， 体 操 ，
ヨ ー ガ ， 外 国語 会

話 ， 生 け花 ， 料 理 ， 仏学 ， 禅 修 とい う多数 の 講座 が 開設 さ れ て お り
，

1週 問

に T・人 ほ ど の 参加 者 が あ る とい う 。 芸 能 ， 芸術 健康 ， 教養 な どの 講座の 中

に
， 仏教 の 経典理 解や 座禅研 鑽 の 講座 が 開設 さ れ て お り， 法 師た ちが 講師 を
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， 仏教 へ の 導 入 路 の 役割 を は た して い る 。
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　佛 光縁美術館 （10階）は， 佛光 山 が収蔵す る 美術 品 文物 の 展覧や 芸術家

の 個展 ， 信者 の 作 品展 な どを 開催す る 。 筆 者が訪 れ た 時 は ，
「沈香 の 美」 展

を開催 中で ， 高価 な香 木 で あ る沈香 の 塊 を彫刻 し た 作品 が 多数展示 さ れ て い

た 。 筆 者が 普段 見慣 れて い る もの は
， 沈香 とい っ て も 「刻 み 沈香 」 とい う細

か く刻 まれ て 粉 末 に され た もの が 多 く， 彫刻 の 素材 とな る よ うな大 き さ の も

の を 見 る の は初 め て の こ とで あ っ た 。

　香海文化 （9 階）は ， 佛光 山の 文 物を刊行 す る 出版社 で あ る 。 特筆 す べ き

は ， こ こ は 10ケ 国語 の 翻訳 チ
ー ム を 持 つ こ とで あ る 。 佛光 山 は

， 教育 を重

視 して い る こ とで 知 られ る が
， 特 に 若年者 へ の 外 国語教 育 に 力 を注 い で お

り， 全 山挙 げて 外国語 の修得 に取 り組ん で い る 。 英語 ， 日本語 ， 韓国語な ど

を修 得 した お 坊 さ ん た ち は そ れ ぞ れ 修得 した 言語 の 国 に設 立 さ れ た佛 光 山の

分 院 ・支 院 へ 配 属 され て 教化活動 に あ た っ て い る 。 佛 光 山の 分 院 ・支 院 は
，

世界 各国各地 に 驚 くほ ど多 く開設 され て い る 。 在 留中国 人 ・華僑 ばか りで な

く現 地住 民 と連帯 して 布 教活動が 展開され て お り ， それ ぞれ の 地域 の 言語 で

伝道 が 行 わ れ て い る の で あ る 。 佛光 山の 情報 の 発信力 と即応性 に は
， 目を瞠

る もの が あ る 。

　国際社 会 の 多言語 の 状況 に柔軟 に対応す る試み は既に始 ま っ て お り，
そ の

成果 も現 れ て い る 。 説 教集や 講義録 な ど佛光山の 日本語 の 出版物 は 数 多い 。

国際性 と い うか
， 開国 の 気風 とい うか ， 中華意 識 に基 づ く束縛 は 希薄 な よ う

で あ る
。

こ れ は 仏教 の 持 つ 普遍性の
一

っ の 表れ で もあ ろ う。 日本 仏教 は ， 宗

派意識 が 壁 と な り， 他宗派 を は じ め 外の 世界 との 対話が で き な い の が 現 状 で

あ る 。 内 向 きの 会 話 に と どま る 。 日本仏教 の 教 え は 日本 語 で し か 語 れ な い
，

とい う よ うな頑迷 な 思 い 込 み が 通用 す る 鎖国 の 時代 は と うに 終わ っ た 。 日本

の 仏教教 団 は 仏教 の 普遍 性を どの よ うに 打ち出せ ば よ い の か 。 喫緊 に 取 り組

む べ き課題 で あ る 。

　翻訳 の 拠 点 は
， 台湾 の 台北 と高雄 ， ア メ リカ の 西来大 学 （佛 光山設立 ）の
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3 ケ 所 に 置 か れ て い る 。 案 内 と説 明 を して くれ た 慧 耕法 師 （23 歳 ） は ウ ェ

ブサ イ トの 仕事 に 従事 して お り，
5 人 ほ どで 担 当 して い る と話 して くれ た

。

　如 是 我 聞 （g 階） は
， 佛光山 の 常用 す る仏 教梵唄や声明 や 讃歌 を CD や

DVD な どに 作成 して 発行 して い る 。 社員 は 3 人 で ， そ の うち 1 人 は僧 で あ

る 。 発 行専 員の 呉其渟 さん が 丁寧 に 説明 して くれ た 。

　人 間福 報 （5 階） は
， 発 行部 数 20万部 以上 の 日刊 紙で あ る 。 社長 の 妙開

法 師の 案 内で 見 学 した 。 社員 は 80 人 で ， 編集 に は 40人が 携 わ る 。 そ の うち

の 15人 が僧 侶 で あ る 。

『人 間福報 』 紙 の 編集 方針 は ，

「集 体創 作 」 と さ れ る 。

記事 は 記者が 書 くだ け で な く， 佛光 人 （佛光山 に 集 う僧俗 の 人 々 。 佛光 山 で

仏教 の 教 え を受 けて い る同信 の 人 々 の こ と） の 1人 1 人 が 身近 な とこ ろ の 記

事を 持ち寄 り作成 され る とい うこ とで ある
。 土曜 日 と 日曜 日の 紙面は

， 休 日

に ふ さわ し く， 穏や か な雰囲気 に な る よ うに 構成 す るそ うで あ る 。

6 ． 僧侶 の 生活

　佛光山 の 僧侶は毎 日 どの よ うな生活を送 っ て い る の で あろ うか 。 M 法師 に

尋 ねて み た
。 毎 日の 日課 は 以下の よ うで あ る 。

　 5 ： 30　　 　 　 起床

　 6　： 00 〜 6　：40　．甲一課

　 7 ：00〜 　　　　朝食 ・清掃

　 8　：30〜 11 ：00　｛士事

　 11 ： 00 〜 11 ： 30　午課

　 ll ：30〜 12 ：30　昼 食

　 12 ：30〜 17 ：00 仕 事

　 17 ： 00 〜 17 ：40 晩課

　 18 ： 00〜 19 ： 00　薬 事 （薬石 ）

　 19 ： 00 〜 　 　 　　仕 事

　 22 ：30〜 23 ：00 座禅 （普通 の 比丘 尼 の 場 合 ）

　 25 ：00 〜 25 ：30　M 法 師 の 座禅 の 時間
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　法 師は
，

「勤務 時 間 は 朝 8 時半 か ら夜 25 時 ま で で す 」 と苦笑 す る 。

「随分

と超過 勤務 で す ね 」 と驚 くと，

「仕事 の 都 合上 ど うして も夜は 遅 くな ります 」

と言 う 。 就 寝前 の 座禅 （瞑想 ）は
， 精神 を安定 させ る の で 安眠 に 入 り易 い と

話 して くれ た 。

　禅門 で は 作務 とい う 自給自足 の た め の 共同作業が 修行 の
一

っ と して 行 われ

て い る が ， こ れ は言 わ ぼ 自利 の 立 場 で の 行為で あ る 。 佛光 山で は も っ と積極

的で あ る 。 事業体 とい っ て も営利 を主 た る 目的 とす る わ けで は な い
。 佛光山

の 教 え に
，

「一 日不 做 ，

一
日不 食」 （一 日な さ ざ れ ば

，

一
日食 べ ず） とあ り，

仕事 も修行 とい う考 え方 に 基 づ き ， そ の 精 神 に 添 っ た 生 活 が な され る 。 仕事

とは ， 作務で は な く，大衆を仏法 に 引 き入 れ る 工 作（4）で あ り ， 弘法活動で あ

る 。 す な わ ち僧 侶 に と っ て 仕事 は利 他行 と位置 付 け られ る 。

　別 の 法 師 に
， 失礼 を顧 み ず ， 思 い 切 っ て 仕 事 の 俸 給 に つ い て 尋 ね て み た 。

ま こ とに 訊 き に くい こ とを訊 い た わ け で あ るが ， 答 え に くい こ と を率直に 答

え て くれ た 。 あ る事 業体 で は ， 月給 と して ， 在 家者 の 社 員 は 2 万 圓以 上 ， 僧

侶 の 社員 は 450 〜 600 凰 社長 （僧侶）は 490 圓い た だ い て い る とい うこ とで

あ る 。 2008年 7 月現在 ，
1 圓 は 3 円 60銭 前後 で あ っ た 。 台湾 社 会 に お け る

金額 の 多 寡 を考 え る か
，

そ れ と も出家者 の 金銭 の 受領 を考 え る か
， あ る い は

僧俗間の 金 額の 比較 を考 え るか ，
い ま だ ど う受 け止 め て よい か 困惑 の 中に あ

る 。 台湾 仏教 の 新 しい 局 面を 1 っ 知 っ た思 い が し た 。

7 ． 佛光山の 戒名 （法名）

　佛 光 山 の 僧 侶 は
， 出家 受戒 の 時 に 師匠 か ら受 け た 戒 名 （法 名 ）を名 の る 。

戒名 は 漢 字 2 文字 で あ る
。

こ れ ま で の とこ ろ ， 尼僧 に は ， 出家 の 時期 に よ り

順 に 慈 ・依 ・永 ・満 ・覺 ・妙 ・如 ・有 の 字 が使 わ れ て お り， 名前 を 聞 くと出

家 の 時期 が 大 体 わ か る 。 男僧 に は 慧 ・心 の 字 が 使 わ れ て い る 。

　佛光 山 の 僧侶は
， 臨済宗 の 僧侶 で ある た め

， 臨 済宗 の 戒名 も持つ
。 臨済宗

の 戒名に は ，

「心 」 の 字が つ く とい う。 佛 光 山 の 歴代 和 尚 は 臨済宗 の 僧籍 が

表 に 出 るた め ， 心 平 和 尚， 心 培和 尚， 心 定和 尚 と名 の る 。 妙 月法 師 は 心庵 ，
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妙 開法 師 は 心 樺 で あ っ た 。

　 こ の よ う に ， 佛 光 山の 僧 侶 は
， 佛 光 山 名 ， 臨済 宗名 ， 俗名 の 3 つ の 名を持

つ こ とを知 っ た 。

注

（1） 武田　龍 「台湾仏教 の 現状 」 （『同朋大学佛教文化研 究所紀要 』 第 26号， 2007）

　　　同　　
「台湾仏教 の 輝 き」 E ・下 （『春秋 』 No ，491

，
492，春秋社 ，

2007）

　　　同 （依旻訳） 「台灣佛教之光 」 （『普門學報 』 第 44期，普門學報社，2008）

（2） 李世偉 主編 「台灣 宗教閲 覧1 博揚文 化事業有限公 司， 2eo3，　 pp．23
−27．

　　印順 法師 に っ い て は
， 恒毓 『

印順 法 師的悲 哀 』 仏教正 学同修会 ， 20e6

　　 こ の 書 で は
， 現代禅 の 李元松老師 と印順 法師 との 質疑 応答 の 中で 人 間仏教が紹介

　 され る 。 仏法理 解 に 偏 斜が あ る の で は な い か と質 す老師 に
，

「
仏法 の 究極 の 理 想 は

　 解脱で あ る 」 と答 え る 印順法師の 仏法 観念が 示 され る。 印順法 師は 阿 含経典 に 説 か

　 れ る教 え を仏法 と し，以降の 般若経典 ， 方広系や 唯識諸経 は純正 の 仏法で は な い と

　い う理 解に 立 ち ，
「
仏教 本来是在人問的 ， 仏与弟子，経常的

「
遊化人間 」。就是住在

　 山林，為 了乞食 ，毎天 都要進入村落城 邑，与人相接触而 随縁弘化。修菩薩行的，応

　 該 作利 益 人 類 的 事業 ，伝 播法 音，在 不離 匱事 ，不 離衆生 的原 則 下，浄 化 自己，覚悟

　 自己 。 」 （pp．113
− 114）， 「

人間仏教的人菩薩行， 以釈 尊時代 的仏法為本
・一 ・

仏法的究

　竟理 想 是 解脱，而解脱 心与利他的心 行，是並不相礙 。 雖受 時代的局限，不能充分表

　達 仏 的本 懐 」 （p．124） とい う主 張 が 紹介 され る 。

　 　 ft　t／，く

（3） 餤 口 とは 餓鬼の こ と。

（4＞ 武 円　龍 （依翌 訳）「台灣佛 教之 光 」 （『普門學報 』 第 44期 ， 普 門學報社 ，
2008）

　依豊法 師 に よ っ て 中国語 に翻 訳 さ れ た もの だ が
， そ の 中で は ，筆者 が 琿 解不足 の

　 た め 「作務 」 と書 い た 箇所 は， 訳者 に よ っ て す べ て 「工 作 」 と訳 さ れ て い る 。 pp．

　 421，425 ．こ の あた りの事情 が 窺 え る翻訳 で あ る 。
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